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「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の 

理解の増進に関する法律」（令和５年６月 23日施行）について知っていますか？ 
 

この法律は性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解が必ずしも十分ではない現

状に鑑み、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増員に関する施策の推進に

関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の役割を明らかにするとともに、基本計画の策定その他の必

要な事項を定めることにより、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性を受け入れる精神を涵養し、もっ

て性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に寛容な社会の実現に資することを目的としています。 

性的指向及びジェンダーアイデンティティ（SOGI）は身体的な性などと共に、人間の性を構成する要素であり、

誰もが有しているもので、その在り方は人それぞれ異なった様々なバリエーションがあるものです。性的マイノリティ

ーを表す言葉として LGBT や LGBTQ＋といった用語が使われることがあります。この「＋」については、L・G・B・

T に限らず多様な SOGI があるということを示しています。SOGI の在り方は様々であり、これらの分類は以下の

表に限られるものではありません。他者の SOGIのありのままの姿を理解することが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SOJIの多様性の尊重に関する基本的な考え方 

  SOGI の多様性に関して、社会の理解が必ずしも進んでいないために、性的マイノリティとされる人の中には、無理

解や偏見などにより、いじめやハラスメントを受けたり、家族や友人に理解されず孤独を感じたりするなど、生きづらさを

感じている人もいます。理解増進法はそうした状況を踏まえ、SOGI は誰もが持つものであって、そのあり方は人それぞ

れ異なり多様であることを私たち一人ひとりが理解し、お互いの SOGI を自然に受け入れ、相互に等しくかけがえのな

い個人として尊重し合える共生社会の実現を目指しています。つまり性的マイノリティの人もマジョリティの人も SOGIの

違いを問わず生き生きとした人生を送れるよう、お互いの SOGIを認め合っていきましょうということです。 

各種相談窓口は保健室前に掲示してありますのでご活用ください。また、本学の保健室、相談室にも遠慮なく相談に

来てください。 

（ほけんだよりは大学HP（在校生＆職員専用）、Moodle にも載っています） 
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